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沿 革
History

経営理念
アステリアは、

３つの経営理念を基に、
世界中に価値を提供する企業となるべく

挑戦を続けています。

発想と挑戦
自由闊達な発想と挑戦を尊ぶ。時
代をリードするイノベーションは新
しい発想から生まれる。その実現
のために、リスクを取ることを厭わ
ず、常に新たな可能性に挑戦する。

幸せの連鎖
幸せを連鎖させる。自ら幸せを
感じる誇りある活動を営むこと
で、お客様の幸せに貢献し、ひ
いては社会の進歩発展に寄与
する。

世界的視野
常に世界市場を視野に入れる。
世界的に存在価値のある独自
性を持った製品やサービスを
提供する。

代表取締役社長 / CEO　平野 洋一郎

アステリアは、システム、ヒト、モノ、
そしてオモイを未来へ「つなぐ」企業として
これからも成長を続けてまいります。

ご あ い さ つ
Top Message

　株主の皆様には、平素より格段のご支援を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　当社グループの事業は、「ソフトウェアで世界をつなぐ」をコンセ
プトに、さまざまなモノ、コト、情報を「つなぐ」ためのソフトウェア、
および企業がお客様とつながる接点であるヒューマンインター
フェイスのデザインを開発し、お客様に提供しております。
　当期におきましては、世界的な新型コロナウイルス感染拡大の
影響を受けながらも増収および上場来最高の利益となりました。
売上収益は、欧米で展開しているデザインサービスBU（ビジネス
ユニット）が、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け前期比で
大幅な減収となったものの、「ASTERIA Warp」（アステリア ワー
プ）を主力製品とするエンタープライズBUが伸張したことから、全
体では前期比で100.4%となりました。利益は、日本国内市場での
ソフトウェア製品の売上増と、海外におけるThis Place社（100％
子会社）の構造改革が奏功して黒字化したこと、Asteria Vision 
Fund Ⅰ,L.P.(AVF-1)を通じた企業投資の未実現評価益を計上した
ことに加え、新型コロナウイルス感染拡大の影響による旅費交通
費等の経費削減が寄与し、営業利益は1,082百万円増（営業利益
率30.5％）、税引前利益は1,184百万円増、親会社の所有者に帰属
する当期利益は983百万円増と全ての利益項目において大幅な増
加となりました。当期の配当につきましては、こうした業績を踏まえ
て、0.5円増配し年間4.5円の配当とさせていただきます。
　今後、当社グループにおいては、「ニューノーマル」時代におい
て大きく成長すると考えられるC.A.R.［クラウド(Ｃloud)、自動化
(Ａutomation)、遠隔化(Ｒemote)］の領域に集中した投資を行い、
世界的な新型コロナウイルス感染拡大の影響による厳しい経済状
況の中でも成長を目指します。
　株主の皆様におかれましては、今後とも経営へのご理解、ご支援
を賜りますようお願い申し上げます。

XML
＞  マイクロソフトや国内各社に先駆けてXMLに

コミットし専業としてスタート（1998）

マイクロソフトがXMLにコミット時代の先を
見据えた
アステリアの
着目点1
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モバイル対応（スマホ）
＞  モバイルに「iモード」を選択せず、PCがポケットに入る

時代に向け研究開発開始（2005年）

モバイル対応（タブレット）
＞  スマートデバイスがビジネスにも使われるとして

Handbookを出荷（2009年）
ブロックチェーン
＞  国内上場企業で初コミット（2015年）

 iPhone出荷  iPad出荷 ブロックチェーンブーム

成長の軌跡 ～常に先を見据えて～
　アステリア株式会社は、1998年に平野洋一郎と北原淑行の2名により設立されました。1998年といえば、まだ企業におけるインターネッ
ト活用が端緒についたばかりの年ですが、平野と北原は、インターネットとその技術を活用して社内外を問わずあらゆるシステムがつなが
り、さまざまな業務が遂行される時代が来ると考えました。そしてそのためのコンピュータの共通言語として、1998年にできたばかりの新
技術XML※1に注目し、XML技術の大きな将来性を確信したことが創業のきっかけです。
　私たちは常に先を考え、未来に必要なものを研究・開発し、提供してまいりました。XMLやスマートデバイス、ブロックチェーンなどに世の
企業が着目する前に、いち早くコミットしたことなどがその例です。これからも常に先を見据えて、事業を伸ばしていきたいと考えています。

エンタープライズ ネットサービス デザインサービス

システムをつなぐ ヒト・モノをつなぐ スムーズにつなぐ

■  情報システムインフラを支える「つなぐ」 
ソフトウェア

■  ASTERIA Warpシリーズは、14年連続市
場シェアNo.1※2

■  モバイルを中心に企業のユーザー部門で
使用するソフトウェア

■  Handbookは、2つのカテゴリでNo.1を 
獲得※3

■  大企業向けのデザイン戦略コンサルティ
ング（2017.4買収）

■  英国、米国、香港の拠点から提供

当社の主な事業（ビジネスユニット）と主力商品

2
※3　株式会社アイ・ティ・アール「ITR Market View ： SFA／統合型マーケティング支援市場2021」※1　「Extensible Markup Language」の略で、文章の表現やデータの構造を記述するための言語のひとつ　

※2　テクノ・システム・リサーチ社「2020年ソフトウェアマーケティング総覧 EAI/ESB 市場編」　　
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ASTERIA Warpシリーズの新バージョンの提供を2020年12月25日より開始しました。新バージョ
ンでは、ニューノーマルな時代のDX（デジタルトランスフォーメーション）とクラウド化を加速する機能
を追加し、企業のクラウド化や、内製化によるシステムの迅速な開発を推進します。

AI搭載IoT統合エッジウェアの新バージョンとしてGravio4の提供を開始しました。Gravioは、セン
サーやカメラからのデータ収集・解析をノーコードで簡単に実現するソフトウェアとして、現在までに約
1,000ユーザーが利用しています。最近では、コロナ禍に対応するGravioのCO2センサーやAIカメラ
機能を活用した3密回避ソリューションなどの感染予防対策に対する引き合いが活況で新規導入も加
速中です。

Gravio4では、AIカメラを使ったマスク着用有無の
判定機能の搭載に加えて、レーザー型高精度距離セン
サーLiDARを用いた距離計測センサー、文字情報な
どの表示に適したドット型LEDによる電光掲示板など
Gravioオリジナルデバイスのラインアップ追加等の
強化を図りました。現在、新常態に対応する3密回避ソ
リューションなどが好調で、2021年度末には現在の倍
となる2,000ユーザーへの導入を計画しています。

テレワークの普及により社内システムのクラウド化でBoxアダプターの需要が拡大
当社は、株式会社Box Japan※4が同社のパートナー企業を表彰する「FY2021 Box Japan Partner 

Award」で、Box Japanのビジネスに最も貢献した連携ソリューションパートナーとして、『Best of 
Breed of the Year』を受賞しました。

「ASTERIA Warp」新バージョンを提供開始
ニューノーマルな時代に対応するDX※1を加速！

「FY2021 Box Japan Partner Award」
Box Japanのビジネスに最も貢献した連携ソリューションパートナー 
として『Best of Breed of the Year』を受賞！

AI搭載IoT※2統合エッジウェア※3新「Gravio 4」を提供開始
マスク着用有無を判定するAIカメラ機能を搭載、コロナ禍対応強化！

新バージョンのポイント

『Best of Breed of the Year』とは
Box Japan Partner Awardは、Box Japanのビジネス拡大に貢献したパートナーを表彰するアワードです。今
回受賞した『Best of Breed of the Year』は、その中でBox Japanのビジネスに最も貢献した連携ソリューション
パートナーに授与されるものです。

当社では50種類以上の社内システムとBoxとの自動連携をASTERIA Warpの連携アダプターによっ
て実現し、働き方改革の推進、さらなる生産性の向上を提供してきました。新型コロナウイルス感染対策
のために幅広い企業にテレワークが普及したことから、Boxをベースにした社内システムのクラウド化も
進み、Boxアダプターの需要拡大が評価されました。

当社は今後も、ニューノーマルな時代に対応するシステム環境としてクラウド化を推進し、ASTERIA 
WarpとBoxの連携機能によって、生産性の向上や企業全体のDXに貢献してまいります。

受賞の理由

AIカメラによるマスク着用判定機能

●増加し続けるさまざまなデータに柔軟に対応するため、メモリー消費を抑制する大容量データ処理
機能を追加

●ノーコード開発環境のマッピングUX改善による画面構成の簡素化で、操作性を向上
●ノーコードでのシステム開発を容易にすることでシステムの内製化を促進し、現場からのニーズを迅

速に反映することが可能

BoxとASTERIA Warpの連携イメージ

※1　「Digital Transformation」。進化したIT技術を浸透させ、人々の生活をあらゆる面でより良い方向へ変革させるという概念
※2　「Internet of Things」の略で、モノのインターネットと訳される。さまざまなモノに通信機能を搭載してインターネットに接続したり相互に通信することで、センサーが取得した情報を活用できるようにすること
※3　当社の造語。上位システムへの負荷や通信遅延を解消させるために端末の近くにサーバを分散配置するネットワーク技法のひとつである「エッジコンピューティング」用のミドルウェア
※4　世界100,000社以上が利用するクラウド・コンテンツ・マネジメントを手がける日本法人
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モバイルアプリ作成ツール「Platio」および、企業データ連携ツール「ASTERIA Warp Core」が、社
会インフラや生産装置のエンジニアリングサービスを手がけるプラントエンジニアリングの柳井電機
工業株式会社（大分市）に採用されました。柳井電機工業はPlatioを導入し、ノーコード※1で自社独自の

「営業活動報告アプリ」を3日で作成。さらに、ASTERIA Warp Coreを介して「営業活動報告アプリ」
とSFA※2ツールとの連携基盤も3日でノーコード開発。最小限の工数で営業活動の見える化を実現し
同社における現場のDXが大きく前進しました。

これまでは営業工数データの収集・分析を通じたさらなる業務効率化、営業社員の入力工数の削
減、帰社後の報告ではリアルタイムな情報共有が難しい、という課題を抱えていましたが、この「営業
活動報告アプリ」の導入により、営業活動の報告作業が場所を問わずにワンタップで行えるようにな
り、報告時間を短縮。営業社員は活動状況をリアルタイムで報告し、管理者が把握できるようになりま
した。また、営業活動工数の可視化により、工数のかかる業務の見直しをすることで、業務効率の改善
を実現しました。

代表取締役社長の平野洋一郎が、総合ビジネス誌『財界』が主催する「財界賞・経営者賞」にて、令 
和2年度の「経営者賞」を受賞しました。

オンラインでの議決権投票を伴う「バーチャル株主総会」を開催するなどのブロックチェーン技術に
よるコロナ禍対応、ダイバーシティの推進により性的マイノリティ(LGBT)、外国籍、障がい者の雇用創
出に向けた活動を進めている点、郷里・熊本県の地域興しや復興に取り組んでいる点などが評価され
ました。

この度は、歴史と伝統ある「経営者賞」をいただき、大変
光栄に存じます。創業以来一貫して「つなぐ」価値を追求し
た製品/サービスの提供を行ってきたことに加え、今般のコ
ロナ禍への迅速な対応など社会の新たな動きを先んじて
取り入れた経営を高くご評価いただけたことに、心から感
謝申し上げます。

サステナブルな社会づくりのためには、ソフトウェアによ
る革新が欠かせません。今後も日本をソフトウェア輸出国
にするために尽力していきます。

プラントエンジニアリングの柳井電機工業が
「Platio」「ASTERIA Warp Core」を採用し
営業活動の「見える化」を実現！

代表取締役社長の平野洋一郎が『財界』「経営者賞」を受賞

ワンタップで業務時間・状況を
アプリから報告

営業社員がアプリに入力した業務内容をSFAツールで確認する様子

「財界賞・経営者賞」とは
　広く日本経済を牽引した有力財界人を表彰する「財界賞・経営者賞」は、「経営者にも文壇の芥川賞、直木賞
のような賞があるべき」との創業者・三鬼陽之助の思いから始まり、「財界賞」は 『財界』創刊の昭和28年度に、

「経営者賞」は昭和30年度に創設されました。
　「財界賞」は、グローバルに社会に貢献し、広く日本経済を牽引した経済人を対象に、また「経営者賞」は、令和
2年度に顕著な業績を残した経営者、人材教育等で特筆すべき取り組みをした経営者を対象としています。
※『財界』ホームページおよびプレスリリースより引用

※1　プログラミング言語を使ったソースコードを書かずにソフトウェアを開発する方法
※2　「Sales Force Automation」の略。営業活動の支援や効率化を目的として使用されるツールを指す

受賞の理由

当社代表 平野洋一郎のコメント

オンラインで開催された「経営者賞」
贈呈式の様子
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コロナ禍とニューノーマルな時代に対応する新しい働き方を推進
テレワークの常態化により本社オフィスのスペース半減を決定！ 熊本県 小国町立小国小学校、5年生の社会科授業で寄付講座を開講

ほぼ無人のオフィスは約50個のセンサーとAIが見守るスマートオフィスへ
当社では新型コロナウイルスの感染拡大を受け2020年1月末から全社員対象のテレワーク推奨を

実施、4月の緊急事態宣言から現在にいたるまで9割以上のテレワーク実施率を継続しています。この
ようなニューノーマルな時代に対応した新しい働き方を推進する中で、テレワークが常態化したことか
ら本社オフィス1,140㎡の半分以上にあたる約610㎡の執務スペースからの退去を決定しました。

また2021年1月より、ほぼ無人となることが多い本社オフィスには、AI搭載IoT統合エッジウェア
「Gravio」が制御するIoTセンサーを約50個設置し、スマートオフィスとしてリニューアルしました。具
体的には、CO2センサーによる3密状態の自動検知と警告の発令、オフィス内の観葉植物への給水を
自動化し、AIカメラソリューションと連携し出社した社員を自動検知（認識）するなど、無人オフィスでも 
AIとIoTが見守るスマートオフィスとなっています。

当社では中長期的にテレワークを主体とした働き方を継続していくため、今後も自宅の就業環境を
より良くする上での施策を継続していく方針です。また、テレワーク実施率90％以上が常態化する中
で本社スペースの稼働率が著しく下がっていることから、地方分散や移住などを含めて時代にマッチ
した働く環境のあり方についても推進してまいります。

熊本に対する思いや感謝を伝え、小国杉の保全活動やDX、SDGs※について解説
熊本県の小国町立小国小学校で2021年3月1日に行われた社会科授業「わたしたちの生活と森林」

に、代表取締役社長の平野洋一郎がオンライン登壇しました。平野が熊本県宇城市の出身であり、小
国杉の保全活動を展開していることから開催が決定。当日は、同校の5年生児童に小国杉の保全活動
などを紹介するとともに、小学校でのプログラミング教育が必修化されたことから、DXなどのITに関
する内容やSDGsへの理解を深める内容も盛り込みました。

当社は2015年9月に小国町と協定を結び、ブランド材である小国杉の保全や間伐材利用を行う
など林業・木材産業再生に向けた取り組みを展開。町内に11ヘクタールのアステリアの森を開設し、
5,000本の小国杉の保全とともにドローンを使ったスマート林業の実証実験など、ITを使った林業効
率化に向けた検証も実施しています。平野は熊本弁を交えつつ、故郷である熊本に対する思いや感謝
を伝え、「私たちは小国町と組んで小国杉を守り、使い、広める取り組みをしている」と説明しました。

両者の取り組みは2016年度に制定された企業版ふるさと納税の枠組みを適用し、より強固なもの
となっています。今回のWEB対話授業も両者の協業関係から企画され、今後も定期的に開催していく
計画です。

オフィスの状況（温度、湿度、CO2濃度、在室状況）を
社員のスマートフォンから確認する様子

小国杉の活用事例を紹介する平野各会議室に設置されるCO2センサー

アステリア公式YouTubeチャンネル公開中！
「超初心者のためのブロックチェーンの学校」や
「個人投資家向け説明会」などを配信しています。
https://www.youtube.com/c/AsteriaCorporation

※「Sustainable Development Goals」の略で、持続可能な開発目標。2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のこと
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2019/3
売上収益 (百万円）

2020/3 2019/3 2020/3 2019/3 2020/3

2019/3 2020/3 2019/3 2020/3

2019/3 2020/3 2019/3 2020/3

2019/3 2020/3

営業利益 税引前利益

親会社の所有者に帰属する当期利益 基本的1株当たり当期利益  1株当たり親会社所有者帰属持分

資産合計／資本合計／親会社所有者帰属持分比率 研究開発費 キャッシュ・フロー計算書

(百万円） (百万円）

(百万円） (円） (円）

(百万円）

7,117

5,389

75.6

3,478

389 463

271

2,677

△176

321.19

16.39

91

△262 △159

281.49

△10.66

147

2021/3

206

(百万円）

△358 2,451

776 △599

2,477

現金及び
現金同等物の

期首残高
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び

現金同等物の
期末残高

8,061

4,872
58.6

2021/3 2021/3 2021/3

2021/3 2021/3 2021/3

2,688

807

820 1,026

330.2549.02

2021/3

7,907

5,721
70.1

■■資産合計（百万円）■■資本合計（百万円） ■ ■ 親会社所有者帰属持分比率（%）

当連結会計年度における売上収益は2,688百万円（前期比0.4％増）、営業利益は820百万円、税引前利益は1,026百万円、親会社の所有者に帰
属する当期利益は807百万円となりました。
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代表取締役社長/CEO 平野　洋一郎
取締役副社長/最高技術責任者 北原　淑行
取締役 ※ 五味　廣文
取締役 ※ Anis Uzzaman
取締役 ※ 時岡　真理子 
常勤監査役 ※ 髙野　善晴
監査役 ※ 赤松　万也 
監査役 ※ 長崎　玲 
常務執行役員/最高財務責任者 齊藤　裕久
常務執行役員/営業本部長 熊谷　晋
執行役員/中国R&Dセンター長 黄　曦
執行役員/Global COO Dusan Hamlin
執行役員/研究開発本部長 田村　健
執行役員/コミュニケーション本部長 長沼　史宏

株式情報 （2021年3月31日現在）

発行可能株式総数 44,600,000株
発行済株式の総数 17,491,265株
   （自己株式682,637株を含む）
株主数  12,000名

大株主 （上位10名）

株主名
当社への出資状況

持株数（株） 出資比率（%）

平野　洋一郎 1,860,000 11.07
北原　淑行 887,577 5.28
日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 630,100 3.75

パナソニックインフォメーション
システムズ株式会社 550,000 3.27

HAMLIN DUSAN ALEXANDER 433,803 2.58
株式会社ミロク情報サービス 268,000 1.59
株式会社日本カストディ銀行

（信託口） 258,200 1.54

マネックス証券株式会社 225,325 1.34
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー
証券株式会社 217,600 1.29

株式会社日本カストディ銀行
（信託口５） 216,500 1.29

（注） １. 当社は自己株式682,637株を保有しておりますが、上記の表には記
載しておりません。

２. 持株比率は自己株式（682,637株）を控除して計算しております。

株主メモ
事業年度  　毎年4月1日から翌年3月31日まで
証券コード  　3853
上場証券取引所 東京証券取引所（市場第一部）
決算期日 3月31日
定時株主総会 毎年6月
基準日 3月31日
公告の方法 電子公告　ただし、やむを得ない事由により、
 電子公告によることができない場合は、
 日本経済新聞に掲載する方法により行います。
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
 東京都府中市日鋼町1-1
 通話料無料 0120-232-711
 （郵送先） 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社
同連絡先 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 通話料無料 0120-782-031
ホームページ https://www.asteria.com/
ご注意
● 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る

こととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
 株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
● 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三井住友信託銀行株式会社が口座管理機関となっております

ので、三井住友信託銀行株式会社にお問い合わせください。株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行株式会社ではお手続きでき
ませんのでご注意ください。

● 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株式の状況　合計株主数  12,000名 

その他の法人 0.50％

個人・その他 98.59％

外国法人等 0.41％
証券会社 0.33％
金融機関 0.16％
自己名義株式 0.01％

所有者別分布状況

証券会社 6.95％

個人・その他 66.99％ 金融機関
10.93％

その他の法人 6.05％
外国法人等 5.18％
自己名義株式 3.90％

所有株数別分布状況

IRメルマガ、LINEメッセージ配信中

アステリアの最近のニュースやトピックス、キャンペーン情報など
を、「ASTERIA IR News」としてメールで配信いたします。

またアステリアが発表するプレスリリースなどを、「リリース配信
通知サービス」としてLINEのメッセージで通知いたします。

メルマガ
登録は
こちら

LINEの
友だち登録は

こちら

7

会社概要 （2021年3月31日現在）

商　号 アステリア株式会社
 Asteria Corporation
設　立 1998年9月
本　社 〒140-0014
 東京都品川区大井一丁目47番1号  

NTビル1F
 TEL：03-5718-1655
 東京都渋谷区（移転準備中）
西日本事業所 〒530-0017
 大阪府大阪市北区角田町8番47号
 阪急グランドビル20F
 TEL:06-7711-1761
中部事業所 〒450-0002
 愛知県名古屋市中村区名駅三丁目26番8号
 KDX名古屋駅前ビル13F
資本金 22億7,534万円
事業内容 企業向けソフトウェア製品の開発・販売
 およびデザイン戦略コンサルティング
従業員数（連結） 124名
海外拠点 
● Asteria Technology Pte. Ltd.
● Asteria Vision Fund Inc.
● This Place Limited
● This Place HK Ltd.
● This Place Inc.
● アステリアArtificial Recognition Technology合同会社
●   思塔（杭州）信息科技有限公司 

Asteria (Hangzhou) Co., Ltd.
●   天（上海） 易有限公司 

Infoteria China Co., Ltd.

役員の状況 （2021年6月26日現在）※は社外役員

（旧：インフォテリア株式会社
2018年10月より社名変更）

（2021年6月1日より新設）

2021年10月に移転予定

（2021年4月1日より移転）



「働き方改革先進企業に見るワークスタイルのニューノーマル」特別対談

〒140-0014 東京都品川区大井一丁目47番1号 NTビル1F　TEL：03-5718-1655

第23期 報告書　2020.4.1   　　2021.3.31

アステリア株式会社

証券コード：３８５３
（旧：インフォテリア株式会社）アステリア株式会社



―
ア
ス
テ
リ
ア
で
は
早
く
か
ら
テ
レ

ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
ね
。

平
野
洋
一
郎（
以
下
：
平
野
）：
最
初

は
2
0
1
1
年
、東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、全
社
テ
レ
ワ
ー
ク
を
整

備
し
ま
し
た
。B
C
P（
事
業
継
続
計

画
）の一環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
す
が
、緊
急
時
だ
け
で
な
く
、日
常

の
運
用
が
重
要
と
考
え
多
様
な
働
き

方
の
選
択
肢
と
し
て
活
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

例
え
ば
2
0
1
5
年
に
は
猛
暑
テ
レ

ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
ま
す
。猛
暑
の

中
1
時
間
も
満
員
電
車
に
す
し
詰
め

に
さ
れ
て
は
、出
社
し
た
頃
に
は
疲
れ

果
て
て
い
ま
す
よ
ね（
笑
）。こ
の
よ
う

な
無
駄
な
時
間
は
ど
ん
ど
ん
無
く
し

て
い
き
た
い
。同
様
の
考
え
か
ら
、翌

年
に
は
都
市
部
に
雪
の
予
報
が
出
た

場
合
の
豪
雪
テ
レ
ワ
ー
ク
も
導
入
し

　「
働
き
方
改
革
ー
多
様
で
柔
軟
な
働

き
方
を
実
現
し
、生
産
性
の
向
上
に
つ

な
げ
よ
う
と
、企
業
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け 

に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
一
気
に
普
及
し
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
方
へ
の
移
住
な

ど
新
た
な
働
き
方
が
広
が
り
始
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、働
き
方
改
革
に
い
ち
早
く

取
り
組
ん
で
き
た
ユ
ニ
リ
ー
バ・ジ
ャ

パ
ン・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

の
取
締
役・人
事
総
務
本
部
長
の
島
田

由
香
さ
ん
を
お
迎
え
し
、こ
れ
か
ら
の

働
き
方
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、人
と

組
織
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
、徹
底
的
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
き
っ
か
け
に
、働
き
方
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す
。特
に
国
や
自
治
体

の
要
請
も
あ
り
、多
く
の
企
業
で
テ
レ

ワ
ー
ク
の
導
入
が
進
み
ま
し
た
。こ
の

現
状
を
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

島
田
由
香（
以
下
：
島
田
）：
感
染
症
の

発
生
は
と
て
も
不
幸
な
出
来
事
で
し

た
。世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、多

く
の
方
が
大
変
な
負
担
を
強
い
ら
れ
、

つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
と
思
う
と

胸
が
痛
み
ま
す
。

一方
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
新
し
い

働
き
方
が一気
に
加
速
し
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。望
む
望
ま
な
い
に

関
わ
ら
ず
、多
く
の
企
業
で
テ
レ
ワ
ー

ク
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。テ
レ
ワ
ー
ク
を
導

入
し
て
い
な
い
企
業
で
も
、働
き
方
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。

1

対 談

平野 洋一郎島田 由⾹
 アステリア株式会社

代表取締役社長／CEO
ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス株式会社

取締役・⼈事総務本部長

働き方改革先進企業に見る
ワークスタイルのニューノーマル

Asteria Business Report インタビュー

この対談は2021年5月12日、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し、
オンラインで実施しました。



て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
実
績
が
あ
っ
た
の
で
、今
回

の
コ
ロ
ナ
対
応
で
も
、政
府
の
要
請
前

か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
奨
し
、緊
急
事

態
宣
言
中
は
テ
レ
ワ
ー
ク
率
97
％
を

達
成
し
ま
し
た
。全
社
員
が
こ
れ
だ
け

の
長
期
間
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
は
初

め
て
で
し
た
が
、社
員
も
慣
れ
て
い
た

の
で
、比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き

ま
し
た
。

島
田
：
無
駄
な
時
間
を
省
く
と
い
う

の
は
、全
面
的
に
賛
成
で
す
。大
雪
が

降
っ
て
も
、台
風
が
来
て
も
、み
ん
な
出

社
す
る
の
が
当
た
り
前
で
、オ
フ
ィ
ス

に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
の

は
本
末
転
倒
で
す
。一
人
ひ
と
り
の
時

間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
づ
か
い
と
し

か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
成
果
で
あ
り
、や
る
べ
き

こ
と
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
、誠
実
に
対

応
し
、し
っ
か
り
と
結
果
を
出
し
て
い

け
ば
、働
き
方
は
も
っ
と
自
由
で
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

平
野
：
形
を
合
わ
せ
る
よ
り
も
結
果

を
出
す
と
い
う
の
は
、と
て
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

島
田
：
そ
も
そ
も
問
題
の
本
質
は
、

出
社
す
る
か
し
な
い
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ

り
、求
め
る
も
の
も
違
い
ま
す
。そ
の
人

の
求
め
る
環
境
、満
た
さ
れ
て
い
る
状

態
に
あ
っ
て
こ
そ
、能
力
は
発
揮
さ
れ

る
も
の
で
す
。テ
レ
ワ
ー
ク
は
多
様
な

生
き
方
、働
き
方
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、人
々
が
自
分
の
強
み
を
発
揮

し
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
な
げ
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

今
と
て
も
懸
念
し
て
い
る
の
は
、せ
っ

か
く
普
及
し
て
き
た
テ
レ
ワ
ー
ク
も
、

時
間
が
経
て
ば
再
び
も
と
に
戻
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
れ
は
全
力
で
食
い
止
め
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

平
野
：
せ
っ
か
く
始
め
た
テ
レ
ワ
ー

ク
を
や
め
る
の
は
愚
策
で
、せ
っ
か
く

の
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
い
ま
す

ね
。テ
レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
職
種
の
会

社
に
お
い
て
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

で
き
る
か
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
な
が

る
か
ど
う
か
は
、一人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
働
け
る
か
が
重
要
で
す
。不
安
が
あ

る
状
態
で
は
、存
分
に
力
を
発
揮
で
き

る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。子
育
て
と
の

両
立
や
、親
の
介
護
な
ど
、社
員
の
抱

え
て
い
る
事
情
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。テ

レ
ワ
ー
ク
実
施
に
課
題
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、企
業
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
通
じ
て
環
境
を
整
備
し
、社
員
の

不
安
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
産

性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、結

果
的
に
そ
れ
が
企
業
の
業
績
に
反
映

さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

―
し
か
し
、テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
課
題
も

あ
り
ま
す
。直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
難
し
く
な
っ
た
り
、メ
ン
バ
ー

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
を
心
配
す
る

声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

島
田
：
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
の
で

す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も
確
実
に

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
ま
す
。

む
し
ろ
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
ほ
う
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
高
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。聴
覚
の
比
重
が
高
ま
る
の
で
、

言
葉
が
耳
に
入
っ
て
き
や
す
く
な
る
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
キ
ャ
リ
ア
相
談
な

ど
、不
安
を
シ
ェ
ア
す
る
よ
う
な
話
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ほ
う
が
有
効
で
す
。そ

れ
だ
け
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
広

が
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
な
い
」と
主
張
す
る
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
、そ
も
そ
も
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
も
確
か
で
す
。き
め
細
か
く

メ
ン
バ
ー
を
ケ
ア
し
て
、良
さ
を
引
き

出
せ
て
い
な
い
か
ら
、近
く
に
い
な
い

と「
仕
事
を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
」と
不
安
が
ふ
く
ら
ん
で
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
。

平
野
：
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、や
り
方
次
第
で
で
き
る
こ
と

も
広
が
る
と
思
い
ま
す
。テ
レ
ワ
ー
ク

の
ほ
う
が
む
し
ろ
社
内
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
す
。当
社
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が

進
む
に
つ
れ
、社
内
の
会
話
や
議
論
を

全
面
的
にSlack

※
に
移
行
し
ま
し
た
。

ち
ょっ
と
し
た
雑
談
もSlack

の
チ
ャッ

ト
上
に
載
っ
て
い
る
。わ
ざ
わ
ざ
人
を

呼
ん
で
報
告
し
て
も
ら
う
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

個
人
的
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

幅
は
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。例
え
ば

今
回
の
対
談
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

し
て
い
ま
す
が
、各
分
野
で
ご
活
躍
の

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
と
直
接
お
話

す
る
こ
と
も
、以
前
よ
り
気
軽
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。経
営
効
率
や

判
断
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
、新
た
に
考
え
て
い
る
取
り
組

み
は
あ
り
ま
す
か
。

平
野
：
実
は
オ
フ
ィ
ス
の
あ
り
方
を

根
底
か
ら
見
直
し
、4
＋
１
の
層
に
再

定
義
し
ま
し
た（
左
図
）。仕
事
を
因
数

分
解
し
て
、最
適
な
場
の
あ
り
方
を
考

え
、オ
フ
ィ
ス
の
選
択
肢
を
広
げ
た
の

で
す
。

第
1
層
の
セ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
は
、本

社
な
ど
従
来
型
の
オ
フ
ィ
ス
で
、必
要2



に
応
じ
て
対
面
で
人
と
会
う
、集
う
場

で
す
。第
2
層
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
は
、い
わ
ゆ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
レ

イ
ス
で
す
。自
宅
の
近
く
や
お
客
様
と

会
い
や
す
い
場
所
な
ど
、都
合
に
合
わ

せ
て
働
く
場
の
選
択
肢
を
広
げ
る
も
の

で
す
。第
3
層
の
リ
モ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス

は
、自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
。１
年
以
上

快
適
化
の
た
め
の
投
資
を
続
け
て
い
ま

す
。第
４
層
の
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。４
層
の
リ
ア
ル

な
オ
フ
ィ
ス
に
加
え
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
も
運
用

し
て
い
ま
す
。社
員
の
い
る
い
な
い
が

見
え
て
、気
軽
に
声
を
か
け
ら
れ
る
場

所
で
す
。

島
田
：「
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
」と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
素
敵
で
す
ね
。

平
野
：
昨
年
、経
営
会
議
や
製
品
会

議
を
軽
井
沢
で
開
催
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
議
論
が
と
て
も
活
性
化

し
た
ん
で
す
。こ
れ
は
今
後
も
継
続

的
に
や
っ
て
い
こ
う
と
構
想
を
固
め
、

2
0
2
1
年
に
社
内
で
発
表
し
ま
し

た
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、本

格
的
な
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
に
な
り

ま
す
が
、ど
ん
ど
ん
加
速
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

島
田
：
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
お
す
す

め
で
す
。一
日
中
自
宅
の
部
屋
で
休
み

な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
こ

な
し
て
い
た
ら
、ど
う
し
て
も
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
は
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

学
術
的
な
リ
サ
ー
チ
の
結
果
と
し
て
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は「
転
地
効
果
」

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。普
段
と

は
違
う
場
所
に
身
を
置
く
こ
と
で
、脳

が
活
性
化
し
、新
た
な
刺
激
を
得
た

り
、リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、一度
自
分
を
ゼ
ロ

に
し
て
、セ
ル
フ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

高
め
る
体
験
な
ん
で
す
。

平
野
：
自
然
の
中
で
自
分
を
解
き
放
つ

経
験
を
ぜ
ひ
多
く
の
社
員
に
さ
せ
て
あ

げ
た
い
で
す
ね
。業
界
内
で
は
、地
方
に

移
住
し
た
い
と
い
う
人
も
増
え
て
き
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。当
社
で
も
、オ
フ
ィ

ス
の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
は
、採
用

の
多
様
性
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
働
き
方
は
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
か
。

平
野
：
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
の

は
政
府
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、

そ
の
ほ
う
が
生
産
性
が
上
が
る
か
ら

で
す
。失
わ
れ
た
20
年
と
も
、30
年
と

も
言
わ
れ
ま
す
が
、日
本
の
生
産
性
は

長
期
間
上
が
っ
て
い
な
い
。そ
ろ
そ
ろ

時
間
単
位
で
は
な
い
働
き
方
に
変
わ
っ

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。日
本
人

は
し
か
め
っ
面
し
て
つ
ら
い
こ
と
に
取

り
組
む
の
が
仕
事
と
思
い
込
ん
で
い
ま

す
が
、人
の
頭
の
中
か
ら
価
値
を
生
み

出
し
て
い
く
に
は
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ニ

コ
ニ
コ
し
な
が
ら
働
い
て
い
く
ほ
う
が

ず
っ
と
い
い
で
し
ょ
う
。

島
田
：
素
晴
ら
し
い
で
す
ね（
笑
）。間

違
い
な
く
、こ
れ
か
ら
は
個
が
主
体
と

な
っ
て
い
く
。ど
ん
な
会
社
を
選
ぶ
か

で
は
な
く
、自
分
は
ど
う
生
き
て
い
き

た
い
か
を
考
え
て
働
く
場
を
選
ぶ
。終

対談のロングバージョンを WEB で公開中です。
https://www.asteria.com/jp/news/newstopics/2021/06/27_01.php

身
雇
用
は
な
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う

し
、副
業
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、2
拠
点

居
住
な
ど
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。会
社
は
そ
う
し
た
一
人

ひ
と
り
の
強
み
を
活
か
す
場
を
ど
う
つ

く
る
か
が
問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

平
野
：
こ
れ
か
ら
は「
階
層
、規
律
、

統
制
」に
よ
る
組
織
の
時
代
か
ら
、「
自

律
、分
散
、協
調
」に
よ
る
個
の
時
代
に

入
っ
て
い
く
。個
人
の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
る
新
し
い
雇
用
の
あ
り
方
と

し
て「
個
要
」が
主
流
に
な
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。そ
し
て
、固
定
さ
れ
た
組
織
で

は
な
く
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
必
要

な
人
が
集
ま
っ
て
最
適
な
チ
ー
ム
を
組

成
し
、柔
軟
性
と
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て

競
争
力
を
発
揮
し
て
い
く
よ
う
に
な
る

は
ず
で
す
。

自
分
た
ち
は
そ
れ
を
体
現
す
る
会
社

で
あ
り
た
い
。今
期
決
算
で
は
過
去
最

高
益
を
更
新
し
ま
し
た
が
、新
し
い
働

き
方
を
切
り
開
い
て
結
果
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※　
ビ
ジ
ネ
ス
用
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
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ア
プ
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